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研究成果の概要（和文）： 

 モルモットから骨髄間質幹細胞を採取し、それを抗 bromodeoxyuridine 抗体で標識する。標

識された骨髄間質幹細胞を培養し、モルモットに経静脈的に投与する。その骨髄間質幹細胞が

蝸牛内に生着し、分化していくことを抗 bromodeoxyuridine 抗体免疫染色で確認をすすめた。

さらに巨大音響とアミノグリコシド系抗生剤により蝸牛有毛細胞が障害されたモルモットに対

して骨髄間質幹細胞を経静脈的に移植し、それが生着し蝸牛有毛細胞に分化し機能しているこ

とを聴性脳幹反応を用いた聴力回復で確認をすすめた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 Bone marrow stromal stem cells were harvested from guinea pig, labeled with anti-bromodeoxyuridine 

antibody it. Cultured bone marrow stromal stem cells, labeled with intravenously administered to 

guinea pigs. Survival in the cochlea and bone marrow stromal stem cells that will differentiate it against 

bromodeoxyuridine antibody has been confirmed by immunohistochemistry. Intravenously transplanted 

bone marrow stromal stem cells on the guinea pig cochlear hair cells is impaired by even larger sound 

and aminoglycoside antibiotics, that the cochlear hair cells to differentiate into functional wore clothes 

that raw Susumeta confirmation hearing recovery for the auditory brainstem response. 
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１．研究開始当初の背景 

 幹細胞、神経幹細胞を内耳または中耳経由

で蝸牛に定着、分化させ、聴力を回復させる

研究は広く行われている。しかしヒトへの応

用を考えると内耳を破壊させてしまう可能

性のある経内耳法は臨床的、倫理的には難し

い。 

２．研究の目的 

 一般的な薬剤と同様の投与法である経静

脈法で骨髄幹細胞を蝸牛内に定着させ、蝸牛

の神経細胞へ分化させ、傷害された聴覚を再

生させる。 

３．研究の方法 

 モルモットから骨髄間質幹細胞を採取し、

それを抗 bromodeoxyuridine抗体で標識する。

標識された骨髄間質幹細胞を培養し、モルモ

ットに経静脈的に投与する。さらに巨大音響

とアミノグリコシド系抗生剤により蝸牛有

毛細胞が障害されたモルモットに対して骨

髄間質幹細胞を経静脈的に移植する。 

４．研究成果 

 骨髄間質幹細胞が蝸牛内に生着し、分化し

ていくことを抗 bromodeoxyuridine抗体免疫

染色で確認をすすめた。蝸牛有毛細胞が障害

されたモルモットに対して投与された骨髄

間質幹細胞が生着し蝸牛有毛細胞に分化し

機能していることを聴性脳幹反応を用いた

聴力回復で確認をすすめた。 
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